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環境目的・目標達成状況（2009年度）と中期目標

2009年度の環境目的・目標達成状況および2010年度および2011年度の中期目標値は、下表に示すとおりです。

※2　環境配慮設計の目標指標 土木設計部 ： 環境配慮設計実施件数／全設計件数
建築設計部 ： 環境配慮項目実施数／全環境配慮項目数

※1　凡例　　◎ ： 目的・目標を達成　　○ ： 目的・目標をほぼ達成（90％以上）　　△ ： 目的・目標を未達成

● グリーン製品の把握、調達の推進

● 再資源化計画の立案､実施
● 分別収集の徹底

● 再資源化計画の立案､実施
● 分別収集の徹底

● 環境配慮設計の積極的実施
● 顧客のニーズにあった設計

● 発生抑制への提案
● 建設発生土受入れ情報交換の徹底

● 施工計画による稼働率の向上
● 休止時のエンジン停止
● 法定点検、自主点検の実施
● 省燃費運転の実施
● 高効率電気機器の使用促進など

● 各技術開発プロジェクトの運用
管理の確実な実施
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※1 目標値運用および活動

2009年度の環境目的・目標と達成状況 2010年度
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環境保全活動2－1

建設副産物のうち建設発生土を除く建設廃棄物の種類
別発生量を見ると、がれき類の占める割合が非常に高くなっ
ています。建設廃棄物は2007年を境に減少傾向にあります。
リサイクル率は各年度とも90%を超えており、高い水準を維持
しています。

● 過去5年間の傾向

2009年度の建設副産物のうち、建設発生土の発生量は前
年度から2.8万ｔ減少し、209万ｔになりました。建設廃棄物の発
生量は前年度から17.7万ｔ減少しており、38.5万ｔとなりました。
これはがれき類・建設汚泥の発生量の減少によるものです。
また前年度に比べ、単位施工高あたりの建設廃棄物発生量
は減少しており、最終処分量は低い水準を維持しています。今
後とも発生抑制に力点をおいたゼロエミッション活動を推進し、
発生抑制と高いリサイクル率の維持を目指します。

● 2009年度の傾向

建設廃棄物の種類別発生量の推移

建設廃棄物の発生量とリサイクル率の推移

（千トン）

（年度）

単位施工高あたりの建設廃棄物発生量と最終処分量の推移
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2009年度建設副産物の発生量とリサイクル率
（　）内は2008年度の実績

※ 建設発生土の単位は「㎥」です。

建設副産物の処理状況

建設副産物対策

建設副産物の種類 発生量（t） 再生資源化量
（減量を含む）（t）

リサイクル率（％）

2009年度

建
設
副
産
物

2,090,300
(2,118,200)

1,967,100

205,000
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131,000
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2008年度

210,700
(299,400)

19,200
(14,100)

154,900
(248,500)

384,800
(562,000)

がれき類

木くず

上記以外

合計

建設発生土 ※
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設
廃
棄
物

環境保全の取組み2
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ポータルサイト「e-BESA（イーベサ）」では、優れた

環境技術を、豊富な実績と培われたノウハウを基に

自信を持って提供しています。

環境問題にお困りの方の解決の糸口となるよう、動

画などを用いて、わかりやすく技術を説明しています。

建設・環境技術のポータルサイト 「e-BESA（イーベサ）」

http://www.e-besa.net/

環境保全関連技術のパンフレット一覧

◆ ホームページ（http://www.nishimatsu.co.jp）から当社の環境保全関連技術のパンフレットをPDFファイルでご覧いただけます。

汚泥や厨芥（生ゴミ）を「油温減

圧てんぷら方式」により再資源化

CO2を排出させないクリーンエネル

ギー活用の提案

抜根・伐採木を捨てずにリサイク

ルする緑化技術

ヒートアイランド現象に対応した

屋上緑化工法

自然の風を利用し、24時間室内を

換気するシステム

土壌や地下水の汚染に対し調査、対策から

跡地利用までのトータルソリューション

大気中の浮遊粒子状物質（SPM）と

窒素酸化物（NOx）の除去システム

自然浄化のメカニズムで高い処理

能力を発揮する排水処理システム

最適なしゃ水工の設計、モニタリ

ング、浸出水の確実な処理

新開発の自昇降式小型クレーンを用

いて、環境にやさしく煙突を解体

● 廃棄物最終処分場

● 西松式煙突解体工法

● トラップ式ダブルリーフ工法

● EG-Slitter

● ネオフォーム工法

● MOVE HAT 解体工法

海岸景観の保全、静穏海域の創造

および海岸線の侵食対策工法

低騒音・低振動のトンネル掘削技術

プレキャストコンクリート型枠によ

る工事の省力化と建物の高品質化

高層ビルを静かに解体。振動・騒音

の低減、廃棄物のリサイクル促進

● 脱水再資源化システム

● CLEAN ENERGY 風力発電

● 根をリサイクル工法

● ネオセダム工法

● Wind24

● 土壌・地下水汚染対策技術

● 西松式大気浄化システム

● 排水処理システムRBS

環境技術の開発と提案

企業活動におけるCRE戦略に注目が集まる中で、遊休資

産となっている工場用地等を他用途に転用し、有効活用が図

られるケースも増えています。同時に、土壌汚染物質やアス

ベスト・PCB等の調査・処理についても適切な対応が求められ

ています。

このような背景の中、環境を含めた不動産に関わる様々な

リスクを事前に明らかにするための調査（デュー・デリジェンス）

に関する需要も高まりを見せており、今年度は事務所ビル及

び商業施設等の地歴調査・環境影響調査を実施しました。

お客様の安全な暮らしや企業活動を実現するため、当社は

今後も積極的に環境リスク調査に取り組んでいきます。

デュー・デリジェンスにおける不動産の環境リスク調査

物的調査

デュー・デリジェンス

経済的調査

エンジニアリングレポート

建築・設備調査

環境調査

　　地震リスク分析  等

不動産鑑定

価格・賃料調査

  収益性　等

法的調査

権利関係調査

訴訟の有無　等
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